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◎相談・受診の前に心がけていただきたいこと 

・発熱等の風邪症状が見られるときは、学校や会社を休み外出を控える。 

・発熱等の風邪症状が見られたら、 毎日、体温を測定して記録しておく 。 

・基礎疾患（持病）をお持ちの方で症状に変化がある方、新型コロナウイルス感染 

症以外の病気が心配な方は、まずは、かかりつけ医等に電話で御相談ください。 

 

◎以下のいずれかに該当する場合には、すぐにご相談ください。新型コロナウイルス感

染の疑いのある場合には、専門の「帰国者・接触者外来」をご紹介しています。 

 

 

※症状には個人差がありますので、強い症状と思う場合にはすぐに 相談してください。 

※妊婦の方については、念のため、重症化しやすい方と同様に早めにご相談ください。 

一般的な相談 受診相談（該当する症状のある方） 

「墨田区新型コロナウイルス感染

症に関する電話相談窓口」 

ナビダイヤル 

☎０５７０－６６６－３２９ 

 

月曜日から金曜日午前9時から午後5時 

*祝日は除く 

「墨田区帰国者・接触者電話相談センター」 

☎５６０８－１４４３ 

月曜日から金曜日午前9時から午後5時 *祝日は除く 

「都・特別区・八王子市・町田市 

合同電話相談センター」 

☎５３２０－４５９２  

平日午後5時から翌日9時・土日祝日は終日 

● 新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安 

・ 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合 

・ 高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患等の基礎疾患がある方や透析を受けている方で発

熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

・ 免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方で発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある

場合 

・ 上記以外で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が 4 日以上続く場合 



 

 

 

 

NPO 法人「VPD を知って、子どもを守ろうの会」が運営するウェブサイト

『KNOW★VPD！』(http://www.know-vpd.jp/news/20741.php) による

と新型コロナウイルスの流行で小児ワクチンの接種率の低下が指摘されています。 

◎麻しん（はしか）の感染リスクが懸念されています。確実にワクチン接種で予防しましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

麻しんは特別な治療法ないため、重症化すると死亡することもあります。また、

感染力が強く免疫を持っていない人が、感染している人に接すると、ほぼ 100％の

人が感染します。 

麻しんの有効な予防法はワクチン接種です。現在は、新型コロナウイルス感染症

流行に伴う外出自粛、渡航制限により、麻しんの発生も抑えられていますが、今後

活発な人の交流が再開されれば、感染の危険性も高まることが予測されるため確実

に接種を行いましょう。 

※区では、麻しん予防として風しんも予防できる MR(麻しん・風しん混合)ワクチンの接種をお勧めしています。 

※ウェブサイト『KNOW★VPD！』の著作権は NPO 法人 VPD を知って、子どもを守ろうの会に帰属します。 

 

 

先天性風しん症候群（CRS）の予防のため、昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54

年4月1日生まれの男性を対象に風しんの抗体検査と予防接種の費用助成を行って

います。対象の方には、シール状のクーポン券をお送りします。 

※昭和 37 年（1962 年）4 月 2 日から昭和 47 年（1972 年）4 月 1 日の間

に生まれた男性へ、2020 年 5 月末に一斉送付する予定です。 

※昭和 47 年（1972 年）4 月 2 日から昭和 54 年（1979 年）4 月 1 日の間

に生まれた男性には、2019 年度に送付済みです。 

※クーポン券の再発行、また、妊娠を希望する方等を対象とした区の助成事業に

ついては下記までお問い合わせください。 

【お問い合わせ】墨田区保健所保健予防課感染症係 ☎０３-５６０８-６１９１ 

このお知らせは、東京都感染症情報センター（http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/）の情報

及び東京都健康安全研究センターが集計を行った ｢東京都感染症発生動向調査週報｣

（http://survey.tokyo-eiken.go.jp/epidinfo/）を基に作成しています。 

● 新型コロナウイルスの流行で小児ワクチンの接種率の低下が指摘されています 

● 風しんの追加的対策（成人男性の風しん抗体検査と風しん第 5 期定期接種） 


